
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学連携のチームによる陸・海観測超小型衛星プロジェクト 

－食料問題解決に貢献する宇宙ビジネスの実証を目指す－ 

 
【要点】 
○産学連携チームによる、マルチスペクトルカメラを搭載した陸・海観測超小型

衛星計画を提案。 
○JAXA の革新的衛星技術実証 3 号機の実証テーマとして採択され、2022 年度に

打ち上げ予定。 

○漁業・農業分野でのデータ利用や環境モニタリングを通じ、世界の食料問題解

決に貢献する宇宙ビジネスの実証を目指す。 
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択された。（※2） 

本プロジェクトでは、学術利用を含む様々な観測対象に使える革新的マルチス

ペクトルカメラを、安価な超小型大学衛星に搭載して打ち上げる。さらに、この

衛星の運用およびデータ利用サービスの提供体制を大学・民間企業の協力によっ

て構築し、宇宙ビジネスにつながる宇宙システムの実証を行う。このシステムの

応用例として、水産養殖業分野や、農業分野での利用などを検討しており、食料
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図 1：本プロジェクトのチーム構成。参画機関のサービス領域を有機的に繋ぐことで、宇宙から人

の暮らしまでを繋いだデータの流れを創る。 

 

●本プロジェクトの参画機関の貢献と専門領域 

東京工業大学（代表機関） 衛星開発、データ管理、学術利用（天文学） 
（専門領域：宇宙システム、天文学、放射線物理学） 

株式会社アイネット 衛星運用 
（衛星システム設計・試験・運用、IT サービス） 

ウミトロン株式会社 データ解析・養殖業へのサービス実証実験 
（IoT 機器、人工知能、衛星データ解析、ハイテク養殖） 

株式会社ジェネシア 衛星搭載装置、マルチスペクトルカメラ 
（光学設計、機構設計、センサシステム） 

株式会社ディーウェイスペース 衛星搭載装置、マルチスペクトルカメラ 
（エレクトロニクス、センサシステム） 

東京大学 学術分野に向けたデータ配信、学術利用（ビッグデータ） 
（スーパーコンピュータ、ビッグデータ） 

東北大学 衛星通信、学術利用（宇宙システム工学） 
（宇宙システム、通信・地上局） 

名古屋大学 衛星データ解析・学術利用（海洋学） 
（海洋学、リモートセンシングデータ解析） 

（代表機関を除き五十音順） 
 
●今後の展開 

本衛星は 2022 年度に JAXA 内之浦宇宙空間観測所からイプシロンロケットによ

って打ち上げられる予定である。ミッション運用は 2 年間を予定している。 

本プロジェクトは、単独の衛星打ち上げで終わるものではなく、今後事業を立

ち上げて継続的に発展させていく。また、世界的な問題を扱う衛星ビジネスは日

本国内にとどまるものではなく、海外の企業と協働することも必要になる。その










